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１．経営成績等の概況
(1）当期の経営成績の概況 

当連結会計年度における世界経済は、積極的な財政政策により好調な米国経済が牽引役となり、概ね堅調に推移し

ましたが、年度後半は、米中貿易摩擦激化とデレバレッジ政策の影響などで中国経済が減速し、欧州もドイツ自動車

生産の落ち込みやＥＵ域内の政治的混乱などから減速基調となりました。さらに新興国でも、ＩＴ・半導体需要の鈍

化などから輸出が減少傾向となり、米国利上げによる通貨下落の影響も加わって、景気減速基調が強まりました。設

備投資や個人消費など内需中心に緩やかな回復を続けてきた日本経済も、足元では中国向けの輸出減少など世界経済

下振れの影響を受け、先行きの不透明感を深めています。 

このような状況の下、当社グループは、海外生産の増強、グローバル市場での販売拡大、国内住宅関連市場の占有

率拡大や非住宅関連市場の開拓などを目指し、戦略的な製品開発、生産、営業活動を展開いたしました。国内におけ

る売上は、住宅関連刃物が前年同期とほぼ横這いでしたが、非住宅関連刃物は増加となりました。一方、海外での売

上は、中国市場が前年同期から減少しましたが、東南アジア、米州、欧州市場などは増加し、当連結会計年度の売上

高は202億７百万円（前年同期比3.4％増）となりました。 

利益面につきましては、主に国内の売上原価率改善などから、営業利益は19億３千万円（前年同期比10.8％増）と

なりました。営業外損益では、前年度１億６千８百万円計上した為替差損が当連結会計期間では為替差益１百万円と

なり、経常利益は19億３千９百万円（前年同期比21.8％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は13億８千１百万円

（前年同期比32.1％増）となりました。 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

① 日本 

国内向け、海外向けともに自動車関連刃物などが増加したことから、売上高は164億７千９百万円（前年同

期比3.7％増）となり、生産性向上など売上原価が改善したことなどにより、営業利益は12億１千４百万円

（前年同期比33.3％増）となりました。 

② インドネシア 

木工関連刃物及び自動車関連刃物などが増加したことから、売上高は30億９千５百万円（前年同期比11.2％

増）、営業利益は３億円（前年同期比24.8％増）となりました。 

③ 米国 

自動車関連刃物および鋼管関連刃物などが増加したことから、売上高は16億６千６百万円（前年同期比

10.7％増）となりましたが、営業利益は９千６百万円（前年同期比7.5％減）となりました。 

④ 欧州 

木工関連刃物および自動車関連刃物などが増加しましたが、円高ユーロ安が進み、売上高は21億７千２百万

円（前年同期比0.8％増）と微増となり、営業利益は１億６千５百万円（前年同期比16.8％減）となりまし

た。 

⑤ 中国 

自動車関連刃物などが輸出向けを中心に堅調でしたが、中国国内向け鋼管関連刃物などが減少し、現地通貨

元建て売上高は前年同期比でほぼ横這いでした。円換算額では、円高元安が進み、売上高は21億６千３百万円

（前年同期比6.4％減）となり、営業利益は８千９百万円（前年同期比51.7％減）となりました。 

なお、セグメント別の売上高は、セグメント間の内部売上高を含めて記載しております。

 

(2）当期の財政状態の概況 

（資産） 

 当連結会計年度末における流動資産は147億５千９百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億１千９百万円

減少いたしました。これは主に現金及び預金が５億２千３百万円減少し、受取手形及び売掛金が４億３千万円

減少したことなどによるものであります。固定資産は138億１千１百万円となり、前連結会計年度末に比べ９億

円増加いたしました。これは主に有形固定資産が７億１千６百万円増加したことによるものであります。 

 この結果、総資産は、285億７千１百万円となり、前連結会計年度末に比べ７億８千１百万円増加いたしまし

た。 

（負債） 

 当連結会計年度末における流動負債は43億６千４百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億６千２百万円

増加いたしました。これは主に未払金が２億６千２百万円増加したことによるものであります。固定負債は６

億６千３百万円となり、前連結会計年度末に比べ２千７百万円減少いたしました。これは主に繰延税金負債が

６千９百万円減少したことによるものであります。 

 この結果、負債合計は、50億２千８百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億３千４百万円増加いたしま

した。 
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（純資産） 

 当連結会計年度末における純資産合計は235億４千２百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億４千６百万

円増加いたしました。これは主に利益剰余金が10億６千８百万円増加したことによるものであります。 

 この結果、自己資本比率は82.4％（前連結会計年度末は82.8％）となりました。 

 

(3）当期のキャッシュ・フローの概況 

当連結会計年度における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

５億２千３百万円減少し、当連結会計年度末には43億６千８百万円（前年同期比10.7％減）となりました。 

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は22億７千９百万円（前年同期比20.6％減）となりました。収入の主な内訳は、

税金等調整前当期純利益20億８百万円、減価償却費15億３千５百万円、売上債権の減少８千２百万円でありま

す。支出の主な内訳は、たな卸資産の増加６億４百万円、法人税等の支払額６億４千３百万円であります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は24億１千３百万円（前年同期比86.0％増）となりました。これは、主として有

形固定資産の取得による支出20億４千８百万円、無形固定資産の取得による支出４億６千８百万円によるもので

あります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は３億１千３百万円（前年同期比12.4%増）となりました。これは、主として配

当金の支払額３億１千２百万円によるものであります。 

(4）今後の見通し 

次期の経済見通しにつきましては、世界経済は、中国や欧州から始まった減速局面が新興国などにも波及し、わが

国経済へも輸出減少といった下押し圧力が強まってくると見込まれます。米中貿易摩擦や英国のＥＵ離脱といった不

確定要因が長期化する様相を呈しており、財政政策に支えられ堅調な米国経済も下振れリスクには留意する必要があ

ります。 

このような状況の中で、当社グループはさらなるグローバル展開を積極的に推進し、海外生産・売上の拡大を図る

とともに、国内においても主に非住宅関連の売上拡大に注力いたします。 

次期の連結業績見通しとしては、為替レート１米ドル＝105円、１ユーロ＝120円の想定のもと、売上高は202億６

千万円（前年同期比0.3%増）と微増収を予想しております。一方、利益面につきましては、ベトナム工場新設など、

当連結会計年度から引き続き積極的な設備投資を計画しており、減価償却費等の費用の増加が見込まれることなどか

ら、営業利益は16億５千万円（前年同期比14.5%減）、経常利益は16億５千万円（前年同期比14.9%減）、親会社株主

に帰属する当期純利益11億６千万円（前年同期比16.0%減）といずれも減益を予想しております。 
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方
 当社グループは、国際会計基準に基づく連結財務諸表を作成するための体制整備の負担等を考慮し、日本基準に

基づき連結財務諸表を作成しております。 
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３．連結財務諸表及び主な注記
（１）連結貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当連結会計年度 
(2019年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,898,614 4,374,948 

受取手形及び売掛金 4,697,882 4,267,823 

電子記録債権 572,248 851,990 

商品及び製品 1,673,221 1,765,480 

仕掛品 944,553 992,270 

原材料及び貯蔵品 1,498,122 1,870,355 

繰延税金資産 － － 

その他 606,263 648,856 

貸倒引当金 △12,300 △12,130 

流動資産合計 14,878,605 14,759,594 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 4,011,651 4,049,773 

機械装置及び運搬具（純額） 4,611,598 4,746,197 

土地 1,853,517 1,836,505 

建設仮勘定 550,976 1,100,113 

その他（純額） 189,440 201,048 

有形固定資産合計 11,217,183 11,933,638 

無形固定資産 461,285 879,947 

投資その他の資産    

投資有価証券 966,865 737,801 

関係会社株式 － － 

関係会社出資金 41,298 41,298 

繰延税金資産 94,847 90,518 

その他 137,026 131,959 

貸倒引当金 △7,005 △3,435 

投資その他の資産合計 1,233,031 998,142 

固定資産合計 12,911,500 13,811,728 

資産合計 27,790,105 28,571,322 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当連結会計年度 
(2019年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,144,264 2,177,654 

リース債務 1,214 1,214 

未払金 816,233 1,078,446 

未払法人税等 354,227 314,678 

未払消費税等 3,820 4,712 

賞与引当金 390,913 404,375 

その他 391,551 383,524 

流動負債合計 4,102,225 4,364,606 

固定負債    

リース債務 4,452 3,238 

繰延税金負債 151,858 82,330 

環境対策引当金 － 55,060 

退職給付に係る負債 340,151 328,572 

その他 194,898 194,629 

固定負債合計 691,361 663,830 

負債合計 4,793,586 5,028,437 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,142,500 2,142,500 

資本剰余金 2,167,890 2,167,890 

利益剰余金 17,797,680 18,865,985 

自己株式 △208,742 △208,743 

株主資本合計 21,899,327 22,967,632 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 486,702 335,224 

為替換算調整勘定 669,185 306,251 

退職給付に係る調整累計額 △58,696 △66,222 

その他の包括利益累計額合計 1,097,191 575,253 

純資産合計 22,996,519 23,542,885 

負債純資産合計 27,790,105 28,571,322 

 

- 6 -

兼房㈱（5984）　2019年３月期　決算短信



（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 2017年４月１日 
 至 2018年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 2018年４月１日 

 至 2019年３月31日) 

売上高 19,544,341 20,207,417 

売上原価 12,973,181 13,388,662 

売上総利益 6,571,159 6,818,754 

販売費及び一般管理費    

荷造運搬費 348,203 399,401 

従業員給料 1,352,946 1,389,378 

従業員賞与 246,738 281,904 

貸倒引当金繰入額 △10,244 38 

賞与引当金繰入額 163,848 168,745 

退職給付費用 137,103 120,497 

減価償却費 161,405 181,752 

研究開発費 274,060 277,912 

その他 2,155,049 2,068,320 

販売費及び一般管理費合計 4,829,112 4,887,952 

営業利益 1,742,047 1,930,801 

営業外収益    

受取利息 6,421 7,890 

受取配当金 18,145 18,216 

保険配当金 9,287 9,363 

デリバティブ評価益 6,042 － 

為替差益 － 1,375 

その他 28,753 23,773 

営業外収益合計 68,652 60,619 

営業外費用    

売上割引 45,009 49,352 

デリバティブ評価損 － 413 

為替差損 168,336 － 

その他 5,107 2,505 

営業外費用合計 218,453 52,270 

経常利益 1,592,245 1,939,149 

特別利益    

固定資産売却益 2,578 3,310 

投資有価証券売却益 － 81,961 

特別利益合計 2,578 85,271 

特別損失    

固定資産売却損 27,993 5,880 

固定資産除却損 28,797 10,423 

特別損失合計 56,790 16,304 

税金等調整前当期純利益 1,538,033 2,008,116 

法人税、住民税及び事業税 572,028 629,020 

法人税等調整額 △79,675 △1,966 

法人税等合計 492,353 627,054 

当期純利益 1,045,680 1,381,062 

非支配株主に帰属する当期純利益 － － 

親会社株主に帰属する当期純利益 1,045,680 1,381,062 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 2017年４月１日 
 至 2018年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 2018年４月１日 

 至 2019年３月31日) 

当期純利益 1,045,680 1,381,062 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 105,284 △151,477 

為替換算調整勘定 57,817 △362,934 

退職給付に係る調整額 11,435 △7,526 

その他の包括利益合計 174,538 △521,938 

包括利益 1,220,218 859,124 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 1,220,218 859,124 

非支配株主に係る包括利益 － － 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自  2017年４月１日 至  2018年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 2,142,500 2,167,890 17,041,481 △208,600 21,143,270 

当期変動額          

剰余金の配当     △278,009   △278,009 

連結範囲の変動     △11,472   △11,472 

親会社株主に帰属する当期
純利益     1,045,680   1,045,680 

自己株式の取得       △141 △141 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）         － 

当期変動額合計 － － 756,198 △141 756,056 

当期末残高 2,142,500 2,167,890 17,797,680 △208,742 21,899,327 

 

           

  その他の包括利益累計額 

純資産合計 
 

その他有価証券評価
差額金 

為替換算調整勘定 退職給付に係る調整
累計額 

その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 381,417 611,367 △70,132 922,653 22,065,924 

当期変動額          

剰余金の配当         △278,009 

連結範囲の変動         △11,472 

親会社株主に帰属する当期
純利益         1,045,680 

自己株式の取得         △141 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 105,284 57,817 11,435 174,538 174,538 

当期変動額合計 105,284 57,817 11,435 174,538 930,595 

当期末残高 486,702 669,185 △58,696 1,097,191 22,996,519 
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当連結会計年度（自  2018年４月１日 至  2019年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 2,142,500 2,167,890 17,797,680 △208,742 21,899,327 

当期変動額          

剰余金の配当     △312,756   △312,756 

連結範囲の変動     －   － 

親会社株主に帰属する当期
純利益     1,381,062   1,381,062 

自己株式の取得       △1 △1 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）         － 

当期変動額合計 － － 1,068,305 △1 1,068,304 

当期末残高 2,142,500 2,167,890 18,865,985 △208,743 22,967,632 

 

           

  その他の包括利益累計額 

純資産合計 
 

その他有価証券評価
差額金 為替換算調整勘定 

退職給付に係る調整
累計額 

その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 486,702 669,185 △58,696 1,097,191 22,996,519 

当期変動額          

剰余金の配当         △312,756 

連結範囲の変動         － 

親会社株主に帰属する当期
純利益         1,381,062 

自己株式の取得         △1 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

△151,477 △362,934 △7,526 △521,938 △521,938 

当期変動額合計 △151,477 △362,934 △7,526 △521,938 546,366 

当期末残高 335,224 306,251 △66,222 575,253 23,542,885 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書
    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 2017年４月１日 
 至 2018年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 2018年４月１日 

 至 2019年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 1,538,033 2,008,116 

減価償却費 1,544,351 1,535,339 

賞与引当金の増減額（△は減少） 27,023 16,307 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △8,992 △3,526 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 65,848 △14,579 

受取利息及び受取配当金 △24,567 △26,106 

為替差損益（△は益） 111,500 △34,913 

投資有価証券売却損益（△は益） － △81,961 

固定資産売却損益（△は益） 25,414 2,570 

環境対策引当金の増減額（△は減少） － 55,060 

売上債権の増減額（△は増加） △428,689 82,594 

たな卸資産の増減額（△は増加） 248,535 △604,016 

仕入債務の増減額（△は減少） 423,971 37,567 

未払又は未収消費税等の増減額 △132,048 △103,926 

その他 △218,787 28,072 

小計 3,171,593 2,896,599 

利息及び配当金の受取額 24,567 26,106 

法人税等の支払額 △323,796 △643,299 

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,872,364 2,279,406 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △6,600 △6,440 

定期預金の払戻による収入 6,600 6,440 

有形固定資産の取得による支出 △1,219,808 △2,048,994 

有形固定資産の売却による収入 8,862 9,819 

有形固定資産の除却による支出 △978 △854 

無形固定資産の取得による支出 △77,437 △468,191 

投資有価証券の取得による支出 △8,873 △9,357 

投資有価証券の売却による収入 － 103,676 

貸付けによる支出 △5,000 － 

貸付金の回収による収入 5,241 200 

その他 146 － 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,297,848 △2,413,701 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

自己株式の取得による支出 △141 △1 

リース債務の返済による支出 △1,214 △1,214 

配当金の支払額 △278,009 △312,756 

財務活動によるキャッシュ・フロー △279,365 △313,972 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △18,140 △75,238 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,277,009 △523,505 

現金及び現金同等物の期首残高 3,556,319 4,892,014 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 58,684 － 

現金及び現金同等物の期末残高 4,892,014 4,368,508 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（当連結会計年度における重要な子会社の異動）

連結の範囲の重要な変更

 第２四半期連結会計期間より、カネフサベトナム マニュファクチャリングCO., LTD.を新たに設立したため、連

結の範囲に含めております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結会

計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分

に表示しております。 
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（セグメント情報）

１．報告セグメントの概要 

(１)当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。当社は、総合刃物メーカーとして、国内外で工業用機械刃物の生産、仕入及び販売をしており

ます。海外においてはインドネシア、米国、欧州、中国等の各地域は主として現地法人が担当し、国

内及び他の海外地域は当社が担当しております。現地法人はそれぞれ独立した経営単位であり、取り

扱う製品について各地域の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。したがって、当社

は、工業用機械刃物事業について、主要な現地法人別の生産・販売体制を基礎とした地域別セグメン

トから構成されており、「日本」、「インドネシア」、「米国」、「欧州」及び「中国」の５つを報

告セグメントとし、その他の地域・事業を「その他」として区分しております。各報告セグメントで

は、工業用機械刃物及びその関連製品・機械等の生産・販売、刃物の再研磨サービスを行っておりま

す。

(２)当連結会計年度よりカネフサベトナム マニュファクチャリングCO., LTD.を新たに設立したため、連

結の範囲に含めており、「その他」に区分しております。
 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

当社の報告セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」にお

ける記載と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部収益及び振替高は市場価額等を参考に決定しております。
 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 
 
前連結会計年度（自2017年４月１日 至2018年３月31日）

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

  日本 インドネシア 米国 欧州 中国 計 

売上高            

外部顧客への売上高 11,770,518 2,157,964 1,505,604 2,155,087 1,208,425 18,797,598 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
4,117,935 624,931 44 46 1,104,597 5,847,555 

計 15,888,453 2,782,895 1,505,648 2,155,134 2,313,022 24,645,154 

セグメント利益 910,845 240,959 104,701 198,896 184,362 1,639,764 

セグメント資産 24,349,331 3,878,007 980,337 1,027,155 2,684,834 32,919,665 

その他の項目            

減価償却費 1,070,398 275,890 22,089 2,815 162,830 1,534,024 

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額 
1,002,252 241,383 4,137 9,376 56,076 1,313,225 

 
         

 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

連結 
財務諸表 
計上額 

（注）３ 

売上高        

外部顧客への売上高 746,742 19,544,341 － 19,544,341 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
180 5,847,735 △5,847,735 - 

計 746,922 25,392,076 △5,847,735 19,544,341 

セグメント利益 71,218 1,710,982 31,064 1,742,047 

セグメント資産 778,927 33,698,593 △5,655,753 28,042,839 

その他の項目        

減価償却費 14,440 1,548,464 △4,113 1,544,351 

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額 
10,972 1,324,198 △22,873 1,301,324 
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当連結会計年度（自2018年４月１日 至2019年３月31日）

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

  日本 インドネシア 米国 欧州 中国 計 

売上高            

外部顧客への売上高 12,199,394 2,244,482 1,665,862 2,172,042 1,099,571 19,381,353 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
4,280,530 850,738 750 － 1,064,393 6,196,413 

計 16,479,924 3,095,220 1,666,613 2,172,042 2,163,965 25,577,766 

セグメント利益 1,214,121 300,675 96,825 165,402 89,082 1,866,106 

セグメント資産 25,317,528 3,790,818 1,023,715 942,880 2,416,835 33,491,778 

その他の項目            

減価償却費 1,082,142 285,995 13,610 5,359 132,584 1,519,693 

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額 
1,968,119 200,123 159 12,086 138,012 2,318,502 

 

         

 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

連結 
財務諸表 
計上額 

（注）３ 

売上高        

外部顧客への売上高 826,063 20,207,417 － 20,207,417 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
1,394 6,197,807 △6,197,807 － 

計 827,457 26,405,224 △6,197,807 20,207,417 

セグメント利益 53,521 1,919,628 11,173 1,930,801 

セグメント資産 1,243,361 34,735,140 △6,163,818 28,571,322 

その他の項目        

減価償却費 17,796 1,537,490 △2,150 1,535,339 

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額 
480,642 2,799,145 2,462 2,801,607 
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（注）１．「その他」の区分は、以下のとおりであります。 

（前連結会計年度） 

 ・インド、ブラジル、メキシコ 

 ・日本…損害保険代理店業務など 

（当連結会計年度） 

 ・インド、ブラジル、メキシコ、ベトナム 

 ・日本…損害保険代理店業務など 

２．調整額の内容は以下のとおりであります。

①セグメント利益                             （単位：千円）

  前連結会計年度 当連結会計年度 

セグメント間取引消去 171,938 52,338 

棚卸資産の調整額 △138,077 △30,284 

その他 △2,796 △10,880 

合計 31,064 11,173 
 
②セグメント資産                             （単位：千円）

  前連結会計年度 当連結会計年度 

セグメント間の債権と債務の相殺消去 △3,161,572 △3,120,867 

セグメント間の投資と資本の相殺消去 △2,634,296 △3,076,016 

その他 140,115 33,066 

合計 △5,655,753 △6,163,818 

③その他の項目 

  減価償却費                              （単位：千円）

  前連結会計年度 当連結会計年度 

未実現損益の消去 △4,113 △2,150 

合計 △4,113 △2,150 
 
  有形固定資産及び無形固定資産の増加額                 （単位：千円）

  前連結会計年度 当連結会計年度 

未実現損益の消去 △22,873 2,462 

合計 △22,873 2,462 
 
３．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

 

（１株当たり情報）

 
前連結会計年度

（自  2017年４月１日
至  2018年３月31日）

当連結会計年度
（自  2018年４月１日
至  2019年３月31日）

１株当たり純資産額 1,654.39円 1,693.70円

１株当たり当期純利益 75.23円 99.35円

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自 2017年４月１日
至 2018年３月31日）

当連結会計年度
（自 2018年４月１日
至 2019年３月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益

（千円）
1,045,680 1,381,062

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

当期純利益（千円）
1,045,680 1,381,062

普通株式の期中平均株式数（千株） 13,900 13,900

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 
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４．その他
(1）役員の異動 

① 代表取締役の異動

   該当事項はありません。

② その他の役員の異動

 ・新任取締役候補（監査等委員であるものを除く。） 

    取締役 常務執行役員 営業部門担当  山川寿康（現 上席執行役員総務部長）

 

 ・新任取締役（監査等委員）候補 

    社外取締役（監査等委員）  山崎裕司

 

 ・退任予定取締役（監査等委員であるものを除く。） 

    取締役 常務執行役員 営業部門担当兼マーケティング室長  春日晃

 

 ・退任予定取締役（監査等委員） 

    社外取締役（監査等委員）  辻中修

 

③ 就任および退任予定日 

2019年６月26日
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2019年５月13日

 

                                      兼 房 株 式 会 社

                                  （コード番号 5984 東証・名証市場第二部）

 

 

決算補足説明資料 

 

 １．期別業績（連結・個別）                              （単位：百万円、％）

 
2018年３月期実績 2019年３月期実績 前年同期比(％) 2020年３月期計画

連 結 個 別 連 結 個 別 連 結 個 別 連 結 個 別

  売 上 高  19,544 15,888 20,207 16,479 3.4 3.7 20,260 16,830

  営 業 利 益  1,742 910 1,930 1,214 10.8 33.3 1,650 1,190

  経 常 利 益  1,592 1,145 1,939 1,705 21.8 48.8 1,650 1,380

  当 期 純 利 益  1,045 854 1,381 1,318 32.1 54.2 1,160 1,020

 

 ２．製品別売上高                                   （単位：百万円、％）

 
2018年３月期実績 2019年３月期実績 前年同期比

(％)

2020年３月期計画

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比

  平 刃 類  6,013 30.8 6,160 30.5 2.5 5,980 29.5

  精 密 刃 具 類  4,127 21.1 4,229 20.9 2.5 4,350 21.5

  丸 鋸 類  9,138 46.8 9,556 47.3 4.6 9,700 47.9

  商 品  265 1.3 260 1.3 △1.8 230 1.1

  合   計   19,544 100.0 20,207 100.0 3.4 20,260 100.0

 

 ３．国内・海外別売上高                                （単位：百万円、％）

 
2018年３月期実績 2019年３月期実績 前年同期比

(％)

2020年３月期計画

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比

  国 内  10,421 53.3 10,755 53.2 3.2 10,810 53.4 

  海 外  9,123 46.7 9,451 46.8 3.6 9,450 46.6 

  ア ジ ア  4,455 22.8 4,563 22.6 2.4 4,550 22.5 

  ア メ リ カ  2,120 10.9 2,346 11.6 10.7 2,360 11.6 

  ヨ ー ロ ッ パ  2,361 12.1 2,376 11.8 0.6 2,350 11.6 

  そ の 他  186 0.9 165 0.8 △11.3 190 0.9 

  合   計   19,544 100.0 20,207 100.0 3.4 20,260 100.0 

 

 ４．設備投資額、減価償却費及び研究開発費                （単位：百万円）

  2018年３月期実績 2019年３月期実績 2020年３月期計画

  設 備 投 資 額  1.301 2,801 2,660

  減 価 償 却 費  1,544 1,535 1,700

  研 究 開 発 費  274 277 280

 

 ５．従業員数                                （単位：名）

  2018年３月期実績 2019年３月期実績 2020年３月期計画

  従 業 員 数  1,137 1,162 1,245

  （うち兼房単独）  (556) (578) (590) 

 

以 上
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